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研究成果の概要（和文）：本研究では、急性期精神医療コメディカル全般を対象とし、精神的健康殿維持・改善
のためのテーラーメイド型・コミュニケーション・プログラムの効果について検討した。アサーションおよび傾
聴を軸とした、年齢、性別、職務経験年数、精神的健康度、ストレス耐性の指標を使用し、クロス集計表からで
きる複数パターンのプログラムを検討した。また、定量的調査、定性的インタビュー調査を実施し、学術的妥当
性、臨床的実現可能性について検討した結果、プログラムの実施と評価において継続困難性の克服が課題である
ことが明らかになった。今後は研究期間終了後も、永続的に使用可能なオンライン・プログラム実施のスキーム
作成が課題である。

研究成果の概要（英文）：We evaluated the effects of tailor-made programs for communication among 
workers in acute psychiatric care with regard to maintaining or improving their mental health. We 
also examined various patterns of programs using age, gender, length of work experiences, mental 
health, stress-resistance, based on skills of assertion and deep listening. In addition, we 
conducted qualitative surveys and quantitative interview surveys. As a result of testing scientific 
validity and clinical feasibility, we found that implementing and evaluating programs would have to 
overcome difficulties in continuing those processes. However, even after the study period, we might 
develop online-programs with continuity.

研究分野： 医療統計学

キーワード： ヘルス・コミュニケーション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
わが国の精神医療における平均在院日数

は国際的に見ても長いことが問題視されて
いる。また、精神科病床削減および在宅精神
医療への移行は政策上決定されている。 
一方、この政策転換によって急性期精神医

療・看護・ケアの現場では、精神疾患をもつ
患者への対応による従事者のさらなる疲弊
が予測されている。従事者の労働ストレスを
減じ健康度を保ち、ひいては質の高い医療を
提供できる人材を確保するため、有効な教
育・研修方法の確立が急務である。また、コ
ミュニケーション・プログラムによる介入の
理論的背景には、以下のことが挙げられてい
る。すなわち、精神医療全般および対人支援
全般におけるストレスには、様々な労働負担
が影響しており、労働内容は、「身体労働」、
「認知労働」、「精神労働」が個人の労働負担
感に大きく依存している。そこで、この労働
負担感を減らし、コメディカル自身の精神的
健康に影響すると考えられているのが、「教
育」であり、有効な手段とされているのがコ
ミュニケーション・プログラムである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、コミュニケーション・スキル

の改善のためのプログラムによって、ケア従
事内容による労働負担感を軽減できないか、
検討することを目的とした。合わせて、目的
達成のために、文献考察、質的調査による内
容分析、実現可能性検討を多面的に実施する
こととした。 
 
３．研究の方法 
１）まず、急性期精神医療従事者に関する研
究動向を把握する目的で、系統的文献レビュ
ーを行った。検索エンジンは PubMed および
医中誌、期間は文献掲載時から 2016 年末ま
で、キーワードは“精神医療”、“精神保健”
とした。 
 
２）次に、プレスタディとして、対人支援従
事者に対し、コミュニケーションに関する半
構造化面接を実施し、コミュニケーションに
関連する要素を抽出した。加えて、対人支援
業務におけるコミュニケーション・スキルと
いう観点に基づき、インタビューを内容分析
した。 
さらに、急性期精神医療子メディカル全般

を対象とした、精神的健康度の維持・改善を
目的として、個人のストレス耐性に応じたコ
ミュニケーション・プログラムの検討を行っ
た。 
 
３）医療・保健、福祉分野（いわゆるヘルス
分野）でのコミュニケーションに関する研究
は、ヘルス・コミュニケーション研究として、
内外で研究が進んでいることから、系統的文
献レビューを行った。検索エンジンは、
PubMed および医中誌、期間は文献掲載時か

ら 2017 年末まで、キーワードは、“ヘルス・
コミュニケーション”、“介入”とした。 
 
４）コミュニケーション介入研究では、個人
のパーソナリティ、行動パターンなどによっ
て、その効果が異なることが指摘されてきた
が、特にコメディカルではストレス耐性によ
る影響が大きいとされている。そこで、本研
究では、個々人のストレス耐性に対応する、
アサーション・傾聴を軸としたテイラーメー
ド・プログラムを検討した。まず、精神的健
康度（低・高）と、ストレス耐性の指標でも
ある首尾一貫感覚尺度により、クロス集計表
からできる複数パターンのコミュニケーシ
ョン・プログラムを検討し、臨床的実現可能
性および学術的妥当性を検証した。また、プ
ログラムの特定にあたっては、内外のヘル
ス・コミュニケーション学、社会医学の専門
家に意見を求め、プログラムの内的妥当性を
担保するよう努めた。 
 
５）最後に、本研究による知見の発信と、将
来的なオンライン・プログラムによるコミュ
ニケーション・スキル研究のため、ウェブペ
ージを開設した。 
 
４．研究成果 
１）急性期精神医療従事者に関する研究動向
把握の目的で、系統的文献レビューを行った
結果、該当件数は 71 件であった。そのうち、 
PSW もしくは MSW による関与が検討され、か
つ量的研究に該当した文献が 4 件であった。
文献の解析内容から、メタアナリシスは実行
できなかったが、内容分析の結果、そのうち
3 件は、チーム医療もしくは相談による介入
の前後、それぞれ 1 年間ずつの患者データを
抽出して分析していた。すなわち、チーム医
療もしくは相談のメンバーとして、ソーシャ
ルワーカーが必ず位置づけられており、特に、
受診前のスクリーニングにおいて大きな役
割を果たしていることがわかった。一方で、
コメディカルのコミュニケーション・スキル
に着目した研究知見は見られなかった。 
また、後向きの診療録調査が多い理由とし

て、患者や治療介入の性質上、介入研究を実
施することは現実的ではなく、観察研究が妥
当であることが考えられた。 
わが国でも、ACTION-J 研究のように、ソ

ーシャルワーカーを含む多職種チームによ
る精神科救急領域での介入研究が報告され
ている。海外の動向を参考にすると、今後わ
が国では、ソーシャルワーカーやコメディカ
ルを主体とした観察研究や介入研究の報告
が期待される。 
 
２）対人支援従事者に対し、コミュニケーシ
ョンに関する半構造化面接を実施し、関連要
素を抽出した（図 1.）。その結果、職場での
コミュニケーションについては、主張困難性、
客観的評価、人間関係、情報共有、世代間ギ



ャップ、職場環境が関連要素として挙げられ
た。すなわち、コミュニケーションの認知に
関して、幅広くとらえられており、定義のあ
いまいさを確認した。

 

 
次に、対人支援業務におけるコミュニケー

ション・スキルという観点に基づき、インタ
ビューの内容を内容分析した（図
結果、スキルが要求される、あるいは適用さ
れる場面は、対人支援時、職場内、多職種間
の三つに分類された。
ることで、コミュニケーシをスキルとして活
用できる可能性が示唆された。

 

 
３）医療・保健、福祉分野、
分野でのコミュニケーションに関するヘル
ス・コミュニケーション研究
に出版された原著論文数では、定量的研究が
63 編、定性的研究はその約
加傾向であった
一時大幅な増加を見ていたが、近年はやや横
ばい傾向であり、これまでに定義されてきた
コミュニケーシに限定しない、新たな視点を
求められている可能性が示唆された。
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４）
ス・コミュニケーション研究に関し、多面的
に検討を重ね、特に定性的研究と定量的研究
の特徴と課題を検証した。そこでは、対人支
援業務での個人間コミュニケーションにお
いては、首尾一貫感覚とコミュニケーショ
ン・スキル・トレーニングによるストレス軽
減の効果を仮説としていたが、定量的評
ストレス評価することは、妥当性の問題が生
じる可能性が明らかとなった
報に散見されるような尺度を用いた労働負
担内容の評価は、主観的な要素を代理的に評
価している可能性があり、客観的な指標とし
てストレスを評価しておらず、さらにはアウ
トカムとの関連を測る指標ともなりえない
可能性があることが明らかとなった。
そこで、評価の妥当性と方法論全般につい

て見直しが必要となった
コミュニケーション、特に対人支援業務場面
での定量的な評価には、一定以上の限界が常
に存在することから、まずは定性的評価ある
いはミックス法（定量的手法と定性的手法を
同時に用いる研究）による評価が必要になっ
てくる可能性があることが明らかになった。
つまり、個人間でのコミュニケーションだけ
ではなく、集団内コミュニケーショ
については、定量的な評価が困難となる可能
性が考えられた。また
的実現可能性について検討した結果、プログ
ラムの実施と評価において継続困難性の克
服が課題であることが明らかになった。
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欧文誌

3. 学術誌に掲載されたInterprofessional Collaboration and Communication

. 対人支援業務におけるコミュニケーション・スキル・トレーニングの役割

身体 認知

組織風土

対人支援業務の従事

多職種間連携

（通常業務）

また、これまでに対人支援業務でのヘル
ス・コミュニケーション研究に関し、多面的
に検討を重ね、特に定性的研究と定量的研究
の特徴と課題を検証した。そこでは、対人支
援業務での個人間コミュニケーションにお
いては、首尾一貫感覚とコミュニケーショ
ン・スキル・トレーニングによるストレス軽
減の効果を仮説としていたが、定量的評
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については、定量的な評価が困難となる可能
性が考えられた。また、学術的妥当性、臨床
的実現可能性について検討した結果、プログ
ラムの実施と評価において継続困難性の克
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